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(57)【要約】
【課題】湿度検出に固体ばらつきの大きな湿度センサを
用いても、冷蔵温度帯の貯蔵室内の望ましい湿度検出を
行なうことができる。
【解決手段】本実施形態の冷蔵庫は、冷蔵温度帯の貯蔵
室を有する冷蔵庫本体と、前記貯蔵室内の湿度を検出す
る湿度センサと、前記貯蔵室内を冷却するための冷蔵用
冷却器と、この冷蔵用冷却器の冷気を前記貯蔵室内に供
給する冷蔵冷却とその冷気供給を停止する冷却停止との
冷却切換えを繰り返す冷却サイクルを制御する制御手段
とを備えている。そして、前記制御手段は、前記冷却サ
イクルの所定時点に前記湿度センサの検出値を読み込ん
で、この検出値を基準値として前記湿度センサの検出湿
度を相対的に算出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷蔵温度帯の貯蔵室を有する冷蔵庫本体と、
　前記貯蔵室内の湿度を検出する湿度センサと、
　前記貯蔵室内を冷却するための冷蔵用冷却器と、
　この冷蔵用冷却器の冷気を前記貯蔵室内に供給する冷蔵冷却とその冷気供給を停止する
冷却停止との冷却切換えを繰り返す冷却サイクルを制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記冷却サイクルの所定時点に前記湿度センサの検出値を読み込んで
、この検出値を基準値として前記湿度センサの検出湿度を相対的に算出することを特徴と
する冷蔵庫。
【請求項２】
　制御手段は、冷却サイクルの所定時点をその冷却切換え時に設定したことを特徴とする
請求項１記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　制御手段は、冷却サイクルの所定時点をその冷却停止から冷蔵冷却に切換る冷蔵用冷却
器の除霜終了時点に設定したことを特徴とする請求項１または２記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　冷蔵庫庫本体は、冷凍温度帯の貯蔵室及びこれを冷却するための冷凍用冷却器を備えて
いることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　制御手段は、湿度センサの検出値が閾値の範囲外になったときには、湿度センサの異常
と判断することを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　制御手段は、湿度センサの検出値が一定時間変化しなかったときには、湿度センサの異
常と判断することを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　制御手段は、湿度センサの検出値が回復したときには、異常判断をクリアすることを特
徴とする請求項５または６記載の冷蔵庫。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷蔵庫においては、冷蔵温度帯の貯蔵室として冷蔵室の他に野菜室が設けられ、その野
菜室内の湿度を制御するために、該野菜室内の湿度を検出する湿度センサが設けられたも
のがある。この湿度センサは、高分子抵抗式、高分子容量式など、種々の形式があるが、
いずれにしても構造上、動作原理上、高精度のものを求めることは難しく、個体ばらつき
が大きくて、望ましい湿度検出ができない問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－９０５８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、湿度検出に固体ばらつきの大きな湿度センサを用いても、冷蔵温度帯の貯蔵室
内の望ましい湿度検出を行なうことができる冷蔵庫を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本実施形態の冷蔵庫は、冷蔵温度帯の貯蔵室を有する冷蔵庫本体と、前記貯蔵室内の湿
度を検出する湿度センサと、前記貯蔵室内を冷却するための冷蔵用冷却器と、この冷蔵用
冷却器の冷気を前記貯蔵室内に供給する冷蔵冷却とその冷気供給を停止する冷却停止との
冷却切換えを繰り返す冷却サイクルを制御する制御手段とを備えている。そして、前記制
御手段は、前記冷却サイクルの所定時点に前記湿度センサの検出値を読み込んで、この検
出値を基準値として前記湿度センサの検出湿度を相対的に算出する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】一実施形態による冷蔵庫全体の概略構成を示す縦断側面図
【図２】冷凍サイクルを概略的に示す図
【図３】電気的構成を示すブロック図
【図４】冷蔵室の温度および野菜室の温度特性図
【図５】湿度センサの検出湿度の固体ばらつきを示す図
【図６】湿度センサの検出理論を説明するための図
【図７】湿度センサの異常判定を説明するための図
【図８】湿度センサの異なる異常判定を説明するための図
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、一実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　冷蔵庫本体１は、図１に示すように、前面が開口する縦長な長方形状をなすもので、外
箱とその内部に収納された内箱と外箱および内箱相互間の隙間に充填された断熱材とから
構成されたものであり、底壁と左側壁と右側壁と天壁と後壁とを有している。この冷蔵庫
本体１の内部には、水平な上仕切壁２と水平な中仕切壁３と水平な下仕切壁４とが固定さ
れている。中仕切壁３は、合成樹脂製のケース内に固形状の断熱材を収納することから構
成されたものであり、上仕切壁２および下仕切壁４のそれぞれは、合成樹脂製の板から構
成されたものである。これにより、冷蔵庫本体１の内部には、上仕切壁２の上方に位置し
て冷蔵温度帯の貯蔵室として冷蔵室５が形成され、上仕切壁２および中仕切壁３相互間に
位置して冷蔵温度帯の貯蔵室として野菜室６が形成され、中仕切壁３および下仕切壁４相
互間に位置して冷凍温度帯の貯蔵室として製氷室７が形成され、下仕切壁４の下方に位置
して冷凍温度帯の貯蔵室として冷凍室８が形成されている。
【０００８】
　冷蔵室５および野菜室６のそれぞれは、図１に示すように、使用者側である前面が開口
するものであり、冷蔵庫本体１には、冷蔵室５の前方に位置して通常の冷蔵室ドア９が装
着されている。野菜室６は、冷蔵室５に図示しない連通路を介して連通するものであり、
冷蔵庫本体１には、野菜室６の前方に位置して野菜室ドア１０が装着されている。この野
菜室ドア１０は、使用者が閉鎖状態および開放状態相互間で操作することが可能なもので
あり、野菜室６の前面は、野菜室ドア１０の閉鎖状態で気密状態に閉鎖され、野菜室ドア
１０の開放状態で食品を出し入れすることが可能に開放される。
【０００９】
　製氷室７および冷凍室８のそれぞれは、図１に示すように、前面が開口するものであり
、冷蔵庫本体１には、製氷室７の前方に位置して製氷室ドア１１が前後方向へ直線的に移
動可能に装着されている。この製氷室７内には、貯氷容器１２が収納されている。この貯
氷容器１２は、製氷室ドア１１に連結されたものであり、製氷室ドア１１の閉鎖状態で製
氷室７内に収納された収納状態になり、製氷室ドア１１の開放状態で製氷室７内から前方
へ引出された引出し状態になる。
【００１０】
　冷凍室８は、製氷室７に連通するものであり、図１に示すように、冷蔵庫本体１には、
冷凍室８の前方に位置して冷凍室ドア１３が装着されている。この冷凍室ドア１３は、使
用者が閉鎖状態および開放状態相互間で操作することが可能なものであり、冷凍室８の前
面は、冷凍室ドア１３の閉鎖状態で気密状態に閉鎖され、冷凍室ドア１３の開放状態で食
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品を出し入れすることが可能に開放される。
【００１１】
　冷蔵庫本体１には、図１に示すように、冷蔵室冷気ダクト１４が固定されている。この
冷蔵室冷気ダクト１４は、複数の入口および複数の出口を有する通路状をなすものであり
、冷蔵室冷気ダクト１４の複数の出口のそれぞれは冷蔵室５に連通され、冷蔵室冷気ダク
ト１４の複数の入口のそれぞれは野菜室６に連通されている。この冷蔵室冷気ダクト１４
内には、冷蔵室ファンモータ１５が固定されており、冷蔵室ファンモータ１５の回転軸に
は、冷蔵室ファン１６が固定されている。この冷蔵室ファン１６は、冷蔵室ファンモータ
１５の回転速度が速くなることに応じて大きな流量の風を送るものであり、冷蔵室ファン
モータ１５の電気的なオン状態（駆動状態）では、冷蔵室ファン１６が回転することで空
気が野菜室６内から冷蔵室冷気ダクト１４の複数の入口のそれぞれを通って冷蔵室冷気ダ
クト１４内に進入し、冷蔵室冷気ダクト１４の複数の出口のそれぞれから冷蔵室５内に放
出される。
【００１２】
　冷蔵室冷気ダクト１４内には、図１に示すように、冷凍サイクルの冷蔵用冷却器１７が
固定されている。この冷蔵用冷却器１７は、冷蔵室冷気ダクト１４内と冷蔵室５内と野菜
室６内とで循環する空気を冷蔵室冷気ダクト１４内で冷却するものであり、冷蔵室５内は
、冷蔵室冷気ダクト１４の複数の出口のそれぞれから冷気が放出されることで食品を冷蔵
保存することが可能な冷蔵温度帯に制御され、野菜室６内は、冷蔵室５内から連通路を介
して冷気が供給されることで冷蔵温度帯に制御される。この冷蔵室５内には、サーミスタ
からなる冷蔵室温度センサ１８（図３参照）が固定されており、冷蔵室温度センサ１８は
、冷蔵室５内および野菜室６内のそれぞれの温度に応じた大きさの冷蔵室温度信号を出力
する。
【００１３】
　冷蔵庫本体１には、図１に示すように、冷凍室冷気ダクト１９が固定されている。この
冷凍室冷気ダクト１９は、２つの入口および２つの出口を有する通路状をなすものである
。そして、製氷室７には、冷凍室冷気ダクト１９の一方の入口および一方の出口が連通さ
れている。また、冷凍室８には、冷凍室冷気ダクト１９の他方の出口および他方の入口が
連通されている。
【００１４】
　この冷凍室冷気ダクト１９内には、冷凍室ファンモータ２０が固定されており、冷凍室
ファンモータ２０の回転軸には、冷凍室ファン２１が固定されている。この冷凍室ファン
２１は、冷凍室ファンモータ２０の回転速度が速くなることに応じて大きな流量の風を送
るものであり、冷凍室ファンモータ２０の電気的なオン状態（駆動態）では、冷凍室ファ
ン２１が回転することで空気が製氷室７内から冷凍室冷気ダクト１９の一方の入口を通っ
て冷凍室冷気ダクト１９内に進入し、冷凍室冷気ダクト１９の一方の出口から製氷室７内
に放出される。また、冷凍室ファンモータ２０の電気的なオン状態では、冷凍室ファン２
１が回転することで空気が冷凍室８内から冷凍室冷気ダクト１９の他方の入口を通って冷
凍室冷気ダクト１９内に進入し、冷凍室冷気ダクト１９の他方の出口から冷凍室８内に放
出される。
【００１５】
　冷凍室冷気ダクト１９内には、図１に示すように、冷凍サイクルの冷凍用冷却器２２が
固定されている。この冷凍用冷却器２２は、製氷室７内および冷凍室冷気ダクト１９内で
循環する空気と冷凍室８内および冷凍室冷気ダクト１９内で循環する空気のそれぞれを冷
凍室冷気ダクト１９内で冷却するものであり、製氷室７内は、冷凍室冷気ダクト１９の一
方の出口から冷気が放出されることで製氷可能な冷凍温度帯に制御され、冷凍室８内は、
冷凍室冷気ダクト１９の他方の出口から冷気が放出されることで食品の冷凍が可能な冷凍
温度帯に制御される。冷凍室８内には、サーミスタからなる冷凍室温度センサ２３（図３
参照）が固定されており、冷凍室温度センサ２３は、冷凍室８内および製氷室７内のそれ
ぞれの温度に応じたレベルの冷凍室温度信号を出力する。
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【００１６】
　図１に示すように、冷蔵用冷却器１７には、サーミスタからなる除霜完了センサ２４が
固定されており、この除霜完了センサ２４は、冷蔵用冷却器１７の温度を検出して冷却器
温度信号を出力するようになっており、この冷却器温度信号は、後述するように除霜時に
冷蔵用冷却器１７の除霜完了を検出する基になる。また、上仕切壁２の下面には、湿度セ
ンサ２５が固定されており、この湿度センサ２５は、野菜室６内の湿度を検出するように
なっている。
【００１７】
　冷蔵庫本体１には、図１に示すように、機械室２６が形成されている。この機械室２６
は、冷蔵庫本体１の外部に通じるものであり、機械室２６内には、冷凍サイクルの圧縮機
２７が固定されている。この圧縮機２７は、圧縮機モータ２８（図３参照）を駆動源とす
るものである。この圧縮機２７は、冷媒を吐出する吐出口および冷媒を吸込む吸込口を有
するものであり、圧縮機モータ２８の回転速度が速くなることに応じて大きな流量の冷媒
を吐出口から吐出する。
【００１８】
　上記冷凍サイクルの構成について、図２を参照して説明する。
　圧縮機２７の吐出口には、凝縮器２９の入口が接続されている。この凝縮器２９の出口
には、ドライヤ３０の入口が接続されている。ドライヤ３０の出口は、切換弁として機能
する三方弁３１の入口ポートに接続されている。この三方弁３１の一方の出口ポートは、
冷蔵用キャピラリチューブ３２を介して冷蔵用冷却器１７の入口に接続されている。三方
弁３１の他方の出口ポートは、冷凍用キャピラリチューブ３３を介して冷凍用冷却器２２
の入口に接続されている。冷蔵用冷却器１７の出口は、圧縮機２７の吸入口に接続されて
いる。冷凍用冷却器２２の出口は、逆止弁３４を介して圧縮機２７の吸入口に接続されて
いる。なお、冷蔵用キャピラリチューブ３２、冷凍用キャピラリチューブ３３として、膨
張弁を用いてもよい。
【００１９】
　上記構成の電気的構成について、図３を参照して説明する。
　制御装置３５は、例えばマイクロコンピュータを主体として構成されている。制御装置
３５は、ＲＯＭ３５ａおよびＲＡＭ３５ｂを備えている。ＲＯＭ３５ａには、各種制御プ
ログラムおよび各種のデータが格納されている。ＲＡＭ３５ｂには、冷却運転に必要な制
御プログラムおよびデータが書き込まれるものである。
【００２０】
　制御装置３５には、操作パネル３６、冷蔵室温度センサ１８、冷凍室温度センサ２３、
除霜完了センサ２４および湿度センサ２５からの信号が入力されるようになっている。操
作パネル３６は、冷蔵室ドア９の前面に設けられており、各種の設定、選択を行なう操作
部および必要な表示を行なう表示部を有する。
【００２１】
　制御装置３５は、上記各種の入力信号に基づき、ＲＯＭ３５ａに格納されている制御プ
ログラムを実行するために、例えば、圧縮機モータ２８の駆動・停止・回転数の制御、冷
媒の供給先を冷蔵用冷却器１７および冷凍用冷却器２２の少なくとも一方へ切換える三方
弁３１の状態の切り換え、冷蔵室ファンモータ１５の駆動・停止、冷凍室ファンモータ２
０の駆動・停止などを、図示しない駆動回路を介して制御するようになっている。
【００２２】
　次に、上記一実施形態の作用につき、図４ないし図８をも参照して説明する。
　制御装置３５は、後述するようにして冷蔵用冷却器１７の除霜を除霜完了センサ２４の
冷却器温度信号に基づいて検出すると（図４時刻ｔ１）、冷凍サイクルの三方弁３１を冷
蔵用冷却器１７側に切り換えるとともに、冷蔵室ファンモータ１５を駆動させる。これに
より、圧縮機２７からの冷媒は、図２に示すように、凝縮器２９、ドライヤ３０、三方弁
３１および冷蔵用キャピラリチューブ３２を介して液体冷媒として冷蔵用冷却器１７に供
給され、ここで蒸発して冷蔵用冷却器１７を冷却する。そして、冷蔵用冷却器１７からの
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冷気は、冷蔵室ファン１６の送風作用により冷蔵室冷気ダクト１４を介して冷蔵室５内に
供給され、更に、連通路を介して野菜室６に供給された後、冷蔵室冷気ダクト１４に戻る
ようになり、冷蔵室５および野菜室６の冷蔵冷却が行なわれる。この結果、図４に示すよ
うに、冷蔵室５内の温度（野菜室６内の温度）ＴＲは、冷蔵冷却により下降し、野菜室６
内の湿度ＨＶは、乾いた冷気により低下する。
【００２３】
　制御装置３５は、冷蔵室温度センサ１８が下限設定温度（例えば３℃）を検出すると（
図４時刻ｔ２）、冷凍サイクルの三方弁３１を冷凍用冷却器２２側に切り換えるとともに
、冷凍室ファンモータ２０を駆動させる。これにより、冷蔵室５および野菜室６の冷蔵冷
却が停止され、今度は液体冷媒は冷凍用冷却器２２に供給され、冷凍室ファン２１の送風
作用により冷凍用冷却器２２の冷気が製氷室７および冷凍室８内に供給されて、冷凍冷却
が行なわれる。
【００２４】
　制御装置３５は、冷凍サイクルの三方弁３１を冷凍用冷却器２２側に切り換えて冷蔵室
５および野菜室６の冷蔵冷却を停止させるが、冷蔵室ファンモータ１５の駆動は続行させ
る。従って、冷蔵室ファン１６からの送風は、冷蔵室冷気ダクト１４内の冷蔵用冷却器１
７、冷蔵室５、連通路、野菜室６および冷蔵室冷気ダクト１４内の冷蔵室ファン１６の経
路を循環し、その循環風により、冷蔵冷却中に冷蔵用冷却器１７に着いた霜が除去される
。この結果、冷蔵用冷却器１７の除霜を行なって湿った空気が冷蔵室５および野菜室６内
に流入するようになるので、野菜室６内の湿度ＨＶは、図４に示すように上昇する。
【００２５】
　冷蔵用冷却器１７の除霜を実施すると、該冷蔵用冷却器１７の温度は急激に上昇するよ
うになり、この冷蔵用冷却器１７の温度を除霜完了センサ２４が検出する。制御装置３５
は、除霜完了センサ２４の冷却器温度信号から冷蔵用冷却器１７の温度が所定値以上とな
ったときに除霜完了と判断して検出し、冷凍サイクルの三方弁３１を再び冷蔵用冷却器１
７側に切り換え、冷凍冷却を停止させ、冷蔵冷却を開始させる（図４時刻ｔ４）。なお、
上記冷蔵冷却の停止中の途中で（図４時刻ｔ３）、野菜室６内の湿度ＨＶは、一定（１０
０（％ＲＨ））になる。
【００２６】
　以上のように、制御装置３５は、図４の冷蔵室温度ＴＲで示すように、冷蔵冷却と冷却
停止との冷却切り換えを交互に行なう冷却サイクルを制御するものであるが、この間に湿
度センサ２５は野菜室６内の湿度を検出する。以下、この湿度センサ２５について図５お
よび図６を参照して説明する。
【００２７】
　湿度センサ２５としては、高分子抵抗式、高分子容量式など、種々の形式があるが、い
ずれにしても、図５に示すように、個体ばらつきがある。湿度センサ２５の湿度検出信号
を、今、出力電圧（Ｖ）として示すものとすれば、設計通りの標準的な出力特性は、Ｌｏ
のように、相対湿度２０（％ＲＨ）で出力電圧１（Ｖ）、相対湿度１００（％ＲＨ）で出
力電圧３（Ｖ）になる直線状の比例関係になる。しかしながら、実際には、湿度センサ２
５には、標準的な出力特性Ｌｏに対して＋５％の出力特性Ｌｕと－５％の出力特性Ｌｄと
の間でばらつきがあり、正確な湿度検出が行なえない。なお、出力特性Ｌｕ、Ｌｄは、標
準的な出力特性Ｌｏに対して上下に平行移動した比例関係になっている。
【００２８】
　そこで、この一実施形態では、湿度センサ２５の検出出力電圧による湿度検出を以下の
ように補正する。前述したように制御装置３５は、図４に示すように、冷蔵室５内の温度
ＴＲを冷蔵冷却と冷却停止との間で冷却切り換えを行なう冷却サイクルにより制御するよ
うになっており、冷却停止（冷蔵用冷却器１７の除霜運転）から冷蔵冷却に切り換わると
き（除霜完了時）には、野菜室６内の湿度ＨＶは、相対湿度１００（％ＲＨ）に達してい
る。
【００２９】
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　制御装置３５は、冷却サイクルの所定時点としての冷却停止から冷蔵冷却への冷却切り
換え時点（冷蔵用冷却器１７の除霜完了時点）における湿度センサ２５の出力電圧Ｘ（Ｖ
）を読み込み、このときの相対湿度を１００（％ＲＨ）としてＲＡＭ３５ｂに記憶させる
。そして、制御装置３５は、この湿度センサ２５の検出値たる出力電圧Ｘ（Ｖ）と１００
（％ＲＨ）を基準として、湿度センサ３５の出力電圧から相対的に相対湿度を算出して検
出する。制御装置３５は、具体的には、図５、図６の特性出力に基づいて、例えば湿度セ
ンサ２５の出力電圧が出力電圧Ｘ（Ｖ）より１（Ｖ）低下した値であれば、このときの相
対湿度を６０（％ＲＨ）と算出して検出するのである。
【００３０】
　制御装置３５は、上述したような湿度センサ２５の湿度検出に基づき次のような湿度制
御を行なう。すなわち、制御装置３５は、図４示すように、冷蔵室５内が温度ＴＲとなる
ように冷却サイクルを制御している場合において、冷蔵室５および野菜室６の冷蔵冷却中
に、野菜室６内の湿度を検出する湿度センサ２５の検出湿度が例えば６０（％ＲＨ）にな
ったときには、冷凍サイクルの三方弁３１を冷蔵用冷却器１７から冷凍用冷却器２２側に
切り換えて、冷蔵冷却を停止し、冷却停止状態とする。これにより、冷蔵室５内の温度Ｔ
Ｒは、図４の破線で示すように、下限設定温度（例えば３℃）まで降下することなく上昇
するが、野菜室６の湿度は、６０（％ＲＨ）未満に低下することはなく、設定された最低
湿度は維持される。
【００３１】
　なお、上記一実施形態では、湿度センサ２５の基準検出値の検出を冷却サイクルの１サ
イクル毎に行なうようになっているが、これに限定されず、例えば数サイクル、数十サイ
クル毎の複数サイクル毎に行なうようにしてもよく、若しくは、定期的に行なうようにし
てもよい。
【００３２】
　一方、制御装置３５は、湿度センサ２５の故障を判定する２つの異常判定手段（異常判
定プログラム）を備えている。
　その１つの異常故障判手段について、図７を参照して説明する。湿度センサ２５には、
異常を判断するための上限閾値と下限閾値とが設定されている。例えば、図７に示すよう
に、相対湿度６０（％ＲＨ）を基準湿度とした場合、上限閾値は、標準的な出力特性Ｌｏ
の出力電圧２（Ｖ）の＋５％を超えた電圧値（例えば＋１０％の２．２（Ｖ））に設定さ
れ、下限閾値は、－５％未満の電圧値（例えば－１０％の１．８（Ｖ））に設定されてい
る。そして、制御装置３５は、周期的に湿度センサ２５が湿度６０（％ＲＨ）を検出する
ように冷却サイクルを制御し、このときの湿度センサ２５の検出電圧値が上限閾値と下限
閾値との間の範囲外になったときには、湿度センサ２５の異常と判断して、その旨をＲＡ
Ｍ３５ｂに記憶させるとともに、操作パネル３６の表示部に表示させ、そして、湿度セン
サ２５による湿度制御は中止する。
【００３３】
　更に、もう１つの異常判断手段について、図８を参照して説明する。制御装置３５は、
湿度センサ２５の出力電圧の変化を監視しており、その出力電圧が、図８に示すように、
一定時間以上変化しなくなったときには、湿度センサ２５の異常と判断して、その旨をＲ
ＡＭ３５ｂに記憶させるとともに、操作パネル３６の表示部に表示させ、そして、湿度セ
ンサ２５による湿度制御は中止する。何故ならば、制御装置３５による冷却サイクルの制
御中は、野菜室６内の湿度ＨＶは、上昇、下降のサイクルを繰り返していて、湿度センサ
２５の出力電圧が一定になることはあり得ないからである。
【００３４】
　なお、湿度センサ２５の異常は、湿度センサ２５に結露が生じたときにも発生する。し
かしながら、湿度センサ２５の結露による異常は、野菜室６の湿度ＨＶの変化制御の間に
解消されて、正常に戻る（正常値に復帰回復する）ものである。従って、制御装置３５は
、図７、図８に基づいて異常と判断しても、その後も異常判断を続行し、その結果、異常
なしと判断したときには、異常判断を取消し（クリアし）、湿度センサ２５による湿度制
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【００３５】
　以上のような一実施形態によれば、冷蔵室５内の温度ＴＲを冷蔵冷却と冷却停止の冷却
サイクルにより制御するときに、冷却停止から冷蔵冷却への冷却切り換え時すなわち冷蔵
用冷却器１７の除霜完了時に、湿度センサ２５の出力電圧Ｘ（Ｖ）を読み込んで、この電
圧値Ｘ（Ｖ）のときを１００（％ＲＨ）として、これらを基準にして相対的に湿度センサ
２５の湿度を算出して湿度検出を行なうようにした。従って、湿度センサ２５に固体ばら
つきがあっても、湿度センサ２５に望ましい湿度検出を行なわせることができる。しかも
、前述したように、冷蔵用冷却器１７の除霜終完了時の湿度センサ２５の出力電圧値Ｘ（
Ｖ）を１００（％ＲＨ）としたので、検出精度が高いものになる。
【００３６】
　また、制御装置３５は、湿度センサ２５の基準湿度における出力電圧値が閾値の範囲外
になったとき、或いは、湿度センサ２５の出力電圧が一定時間変化しなくなったときに、
湿度センサ２５の異常と判断して、湿度センサ２５による湿度制御は中止するようにした
ので、不安定な湿度制御を行なうことを防止できる。そして、制御装置３５は、湿度セン
サ２５の異常が結露などによるもので、その後、湿度センサ２５が正常に戻ったときには
、異常の判断をクリアして湿度センサ２５による湿度制御を再開させるようにしたので、
湿度センサ２５を設けたことによる効果を充分に発揮させることができる。
【００３７】
　なお、上記一実施形態では、制御装置３５は、冷却サイクルの冷却停止から冷蔵冷却へ
の冷却切り換え時に湿度センサ２５の基準検出値を読み込むようにしたが、代わりに、冷
却サイクルの所定時点として、冷却サイクルの冷蔵冷却から冷却停止への冷却切り換え時
点に湿度センサ２５の出力電圧値を読み込んで、この電圧値を例えば６０（％ＲＨ）とし
、これを基準として湿度センサ２５の湿度検出を相対的に行わせるようにしてもよい。
【００３８】
　野菜室６に加湿器を設け、この加湿器を湿度センサ２５の検出湿度に応じて制御して、
野菜室６内の湿度を一定に保つようにしてもよい。
　冷凍温度帯の製氷室７および冷凍室８を有さない冷蔵庫に適用してもよい。
【００３９】
　このように、本実施形態の冷蔵庫によれば、冷蔵用冷却器の冷気を冷蔵温度帯の貯蔵室
内に供給する冷蔵冷却とその冷気供給を停止する冷却停止との冷却切換えを繰り返す冷却
サイクルを制御する制御手段を備え、この制御手段は、前記冷却サイクルの所定時点に前
記貯蔵室内の湿度を検出する湿度センサの検出値を読み込んで、この検出値を基準値とし
て前記湿度センサの検出湿度を相対的に算出するようにしたので、湿度検出に固体ばらつ
きの大きな湿度センサを用いても、冷蔵温度帯の貯蔵室内の望ましい湿度検出を行なうこ
とができる。
【００４０】
　以上、いくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したもの
であり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他
の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の省略
、置き換え、変更を行なうことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要
旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００４１】
　図面中、１は冷蔵庫本体、５は冷蔵室（貯蔵室）、６は野菜室（貯蔵室）、７は製氷室
（貯蔵室）、８は冷凍室（貯蔵室）、１５は冷蔵室ファンモータ、１６は冷蔵室ファン、
１７は冷蔵用冷却器、２０は冷凍室ファンモータ、２１は冷凍室ファン、２２は冷凍用冷
却器、２５は湿度センサ、２７は圧縮機、２８は圧縮機モータ、３１は三方弁、３５は制
御装置（制御手段）を示す。
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